
 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

【一般質問】 

≪生命と健康を守る施策≫ 

【問】子宮頸がんワクチンとヒブワクチン助成の現状につ

いて、それぞれの対象年齢、人数とその方たちへの啓

発、お知らせはどのように行なったのか。接種割合は

どうか。経費について市の支出はどれくらいか。 

来年度以降の国の動向はどうか。それに伴って本

市は来年度どうするのか。 

【答】子宮頸がんワクチンについては中１から高１まで約

1,650 人に個人通知でお知らせし、ヒブ、小児肺炎球

菌ワクチンについては生後２ヶ月から５歳未満までの

約 3,700 人の方に市政だよりなどでお知らせし、共に

約７割の方が接種しております。経費については

6,562 万 5 千円で 50％は国の補助金です。来年度の

国の動向は決まっていませんが、いずれ法定接種と

見込まれることから、来年度も同様に実施します。 

 

【問】不育症（流産を繰り返し妊娠に至ってない状態）に

ついては治療すれば８５％の方が妊娠すると言われ

ているが、その適切な啓発・周知と不育症の相談窓口

の設置、更には保険適用外の治療費の一部助成を実

施してはいかがと思いますが如何か。 

【答】未だ保険診療が認められていない事また、適切な

専門医も限られていることから単独での助成は時期

尚早と判断します。相談窓口は不妊症と共に県で行な

っています。 

 

【問】胃がんの早期発見 

のため血液検査で行 

えるピロリ菌検査を本 

市も取り入れてはどう 

かと思うが如何か。 

 

１２月議会の主なものを報告します。 

プロフィール 

■ 昭和２９年生まれ    

■ 東京都八丈島出身 

■ 茨城大学理学部卒業   

■ 元高校の数学教師 

■ 家族 夫と一男一女   

■ 党役職 県規律委員 

■ 総務常任委員      

■ 大日在住 
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【問】前立腺がん検診についても血液検査でできるよう

だが、近隣市の実施状況はどうか。本市ではどう取り

組むのか。 

【答】両がん検診については、本市は国の指針である有

効性評価に基づくガイドラインに準じて実施しており、

死亡率の減少を目的として重視し、予防対策としては

有効性を見て利益が不利益を上回ることを条件として

いることから、今後は新たな国のガイドラインを注視し

てまいります。前立腺がん検診については印旛管内

の市町村では、５つの自治体で行なっております。 

 

≪施政概要から≫ 

【問】街づくりシンポジウム開催の詳細について伺う。 

【答】まちづくりの観点から子育て日本一に向けた効果

的な事業構築のため、市民の皆様と共に考えるため

に、２月３日愛国学園大学の大講堂にて実施します。

まちづくりに関するコーディネーターと市長を含む５人

のパネラーでディスカッションを開催する予定です。 

【問】介護保険事業について、介護保険サービスの「特

定福祉用具購入」と「居宅介護住宅改修」について、１

割負担は他のサービスと同様だが、このサービスだけ

が償還払いとなっている。 

現物給付とならないか。 

他市で実施していると 

ころもあるようだが。 

【答】利用者の要望を把握 

してまいりたい。 

 

 

 

 

 

 

          



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射能測定器の貸出します！ 

☆ 予約受付時間は月曜日～金曜日  

AM 8：30～PM 5：15 

☆ 予約先は環境政策課 043－421－6131 

☆ 貸出窓口は環境政策課窓口 

（土日の返却は日直室へ） 

☆ 貸出日は月曜～金曜まで 

（土日の貸出は１月７日から） 

☆ 予約は１回ごと 

☆ 12月 29日～1月 3日は休み 

☆ 予約状況により希望に沿うことができません。 

☆ １回につき１台 

☆ 市民（個人）及び事業所は１回３時間          

（９時～１２時、１時半～４時半） 

☆ 区及び自治会は１日単位 

☆ 申請書を提出します。 

☆ 個人の敷地内の除染は市で対応しません。 

☆ 測定記録表をつけて、50ｃｍの高さで、毎時 1μSv以

上の場合は報告します。 

☆ 個人の敷地内の除染は 

貸出時に配布される「除 

染カタログ」を活用し各 

個人の敷地内で処理する 

ことになります。 

※ 詳しくは HP又は市役所 

にお問合せ下さい。 

（写真は個人宅の放射線量を測っているところです） 

 

  
 議員定数を２０名に賛成！ 

  現在定数２２名のところ２０名で議会を行なっておりま

す。常任委員会の数を減らし、一常任委員会の定数を増

やせば２０名でもやっていける状況です。 

 また四街道市と類似団体は日本全国に５３市あります

が、その議員の平均は１９．１人です。２０人より少ない定

数で半数以上の自治体が機能していることになります。四

街道市でも２０人で可能だと思いますので賛成致しました

が賛成少数で否決されました。 

  

「都市計画道路 3.3.1 号山梨・臼井線

の事業見直しの是非を問う住民投票

の決議を求める請願」について 

 国の補助対象事業として認められた現在実施中の事業

計画と、比較検討できる具体性を持った見直し案が、提示

されなければ、市民は是か非かの判断をできません。 

最後までその見直し案が提出されず、請願としては不

備なものであり、請願としての体をなしてないと判断し、反

対致しました。 

 また反対討論が他にもあり、「市議選と一緒に住民投票

を」とありますが、市の行う事業は市民参加条例により市

民の意見を聞くなどの時間を要し、市議選には間に合わ

ないとの指摘もありました。 

１３対６の賛成少数で不採択となりました。 

 

 

  

  
       広域化についての課題 

 佐倉市・酒々井町清掃組合からの回答によると 

★ 加入負担金の金額は 28億 6400万円を提示。 

★ 次期ごみ処理施設の輪番制（H38 年頃）四街道市で。

その際最終処分場も含む。 

★ 土曜日のゴミの搬入は出来ない。 

★ コンテナ回収は処理費用を検討し今後協議する。 

★ 自治会等のイベント時のゴミ手数料の免除については

申請書の提出により可能。しかし、費用は負担金に加

算する。 

☆ 以上の回答がありましたが、議会では多くの議員が質

問に立ち、「単独処理（PFI などで）も考えに入れたらど

うか」或は「酒々井町に 

地元対策費を毎年払うのなら、 

みそらの住民に還元した方が 

いいのではないか」等の意見 

が出されました。 

又、現在次期ゴミ処理場とし 

て取得している吉岡の土地は、輪番制の対象としての利

用は考えておらず、その時は別途組合が新たに取得す

るものである、との答弁がありました。 

 

学校耐震化 100％ 

 国の３次補正予算の通過により学校体育館の残りの大

日小、八木原小、栗山小、旭中の耐震化設計・監理・工事

の予算が最終日に追加補正（２億８７００万円）が通り、栗

山小学校の本校舎建替工事が終了すれば１００％耐震化

されることになります。 

 栗山小学校の校舎建替工事は、現在地域住民や保護

者等を交えて意見交換をし、設計に入る所です。 


